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ァンド大賞 2016」の「エマージング株式マルチリージョナル部門」において４年連続で「最

優秀ファンド賞」受賞しております。 

http://www.sparx.co.jp/news/uploads/pdf/160422letter.pdf 

 

③ 投資対象のケイマン籍円建外国投資法人の名称変更にともなう変更 

変更前 変更後 

信託約款 ２.運用方法 （2）投資態度 

① 主として、以下の投資信託証券に投資を行

い、中長期的な信託財産の成長を目指して

運用を行います。 

ケイマン籍円建外国投資法人 ＰＭＡ･ア

ジア･ミドルイースト･エクイティ･インカ

ム･ファンド 

（以下 略） 

信託約款 ２.運用方法 （2）投資態度 

② 主として、以下の投資信託証券に投資を行

い、中長期的な信託財産の成長を目指して

運用を行います。 

ケイマン籍円建外国投資法人 ＳＰＡＲ

Ｘ･アジア･ミドルイースト･エクイティ･

インカム･ファンド 

（以下 略） 

《理由》 

・上記投資対象のケイマン籍円建外国投資法人の名称は、当投資法人の管理運用会社の旧社名

（PMA Capital Management Limited、平成 23 年 1 月に現在の社名に商号変更）を冠したも

のでしたが、このたび管理運用会社の現社名（SPARX Asia Capital Management Limited）

を冠したものに変更しました。 

なお、この変更により当投資法人の運用体制の変更はございません。 

 

以上 
 

 

 

 

本件に関するお問い合わせ先 

スパークス・アセット・マネジメント株式会社 

マーケティング本部 リテールＢＤマーケティング部 

電話番号：03-6711-9170 

受付時間：9：00～17：00（12/31～1/3、土日祝日、振替休日を除く）
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